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「博士の見つけた数式」（平成１９年）

オイラー定数1.
定理 次の級数は収束する．1.

証明

（注 ）1

（注 ） オイラー定数を用いて，次の級数が求まる．2
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オイラー のГ（ガンマ）関数（第二積分）2. (Euler)

Г関数は， が１７２９年に発見した． を一般化するために導入されてきた．Euler
現在，Г関数として定着しているが，この名称および記号 は， による．Legandre
（１８１４年）

（注 ） 上記３つの数式は，同値である． 簡単な計算で確かめられる．3
（注 ） について4 (2)

ガンマ関数の定義式として，しばしば使用される．

2定理
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証明

オイラー の （ベータ）関数（第一積分）3. (Euler) B

定義 次の関数 を （ベータ）関数という．B

（注 ） 記号 は，ビネ による．6 (Biner, J. P. M.)

4.定理

証 明

C(x)

1

0

∴

∴

n
t

C(x)

(1－t)

P(x)

C(x)

=

=

n

=

lim
→∞

t

=

=

n

n
lim
→∞

n

0

t

n

P(x)

とおくと

lim
→∞

x-1

n

(1－

x

dt

x(x + 1)…(x + n)
nx n!

1

0

=

=

=

n
t

x(x + 1)…(x + n)
n!

x(x + 1)…(x + n)
n(n－1)… 2・1

)

(1－

n t

1
x

tx (1－t)n

x-1

t

d

)

t

n tx-1 dt

1

0

1

0

+
n
x

tx+n－1

1

0
(1－t)

dt

n-1 tx dt

B (x, y)

B (x, y) =
1

0
t x -1 (1－t) y -1 dt

B (x, y)

B (x, y) =
C(x + y)
C(x)C(y)

B

∴

(x,

B(x

B(x,

y)

+

y)

=

=

=

y－1

t x

x (1－t)y-1

=

y－1
x

y－1
x

y－1
x

, 1)

B(x

1

0

=

=

x + 1
y－2

x + y－1
t x+y-2

1

0

+

t n

1,

(1－t)

t

0

1

y－1)

x+y－2

+

…

1

0

y

x + y－2
1

dt

0

-

t x

x

=

2

x + y－2
1

dt

(y－1)(1－t)

B(x + y－1,

y - 2 dt

1)



- 4 -

（注 ）7

5定理

証明
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（注 ）8

（注 ）9

リーマン の 関数4. (Riemann)

オイラーが１７３７年に発見した数式であるが，後年リーマンが，この数式が数論で重要

な役割をすることを指摘し（１８６０年），以後，リーマンのゼータ関数と呼ばれている．

定義

定理 は収束する．6
証明
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（注 ） 調和級数は発散する．10

（補助定理 ）（無限等比級数）1

7定理

証明
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（補助定理 ）2

定理 次の無限級数は、発散する。8

証明

（注 ） この定理は，素数の個数は無限であることを語っている．11
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補助定理2
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